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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１)経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気は緩やかな回復基調が続いているものの、

新興国経済の減速や米国大統領選挙の影響等による株式・為替等金融市場における変動もあり、依然

として先行き不透明な状況であります。 

このような環境下にあって当社グループは、２０１６～２０１８年を計画期間とする「ツカモトク

オリティの追求」を基本方針とした新中期経営計画を策定いたしました。２０１６～２０１８年を、

グループが今後も継続していくことに必要な更なる活性化と変革のための基礎作りの３ヵ年と位置

付け、経営基盤の再構築に取り組んでおります。 

当第３四半期連結累計期間における連結業績は、売上高は１６５億９千万円（前年同期比９．４％

減）、営業利益は５千９百万円（前年同期は営業損失１億８千１百万円）、経常利益は２千５百万円（前

年同期は経常損失１億８千９百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は３千１百万円（前年同

期は親会社株主に帰属する四半期純損失６千万円）となりました。 

セグメントの状況は以下のとおりです。

〔和装事業〕 

ツカモト株式会社及び市田株式会社における和装事業につきましては、営業管理体制・組織運営

の合理化に伴う経費節減、不採算催事からの撤退、催事以外での売上拡大策の実施等に取り組んだ

結果、売上高は減少となりましたが損益は改善いたしました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は３７億９千７百万円（前年同期比１３．８％減）、セグメント

損失（営業損失）は４千４百万円（前年同期はセグメント損失２億２千８百万円）となりました。 

〔洋装事業〕 

ツカモトアパレル株式会社におけるメンズ事業及びＯＥＭ・婦人テキスタイル事業につきまして

は、受注額が減少し大幅な減収となりましたが、生産拠点の見直しや経費の節減効果もあり損益は

改善いたしました。 

ツカモトユーエス株式会社におけるユニフォーム事業につきましては、大口受注物件が増加し、

増収増益となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は６５億５千５百万円（前年同期比６．８％減）、セグメント利

益（営業利益）は１億１千４百万円（前年同期はセグメント損失３千３百万円）となりました。 

〔ホームファニシング事業〕 

市田株式会社におけるホームファニシング事業につきましては、売上高は効率の良い店舗への絞込

み等を図りましたが、販売不振の店舗を補うまでには至らず減収減益となり損失の計上となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は３６億９千４百万円（前年同期比６．４％減）、セグメント損

失（営業損失）は４千８百万円（前年同期はセグメント利益６千７百万円）となりました。 
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〔健康・生活事業〕 

ツカモトエイム株式会社における健康・生活事業につきましては、家電量販店におけるクリーナ

ー機及び新型マッサージ機の販売が当初の計画を下回り、減収となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は１７億９千６百万円（前年同期比１４．３％減）、セグメント

損失（営業損失）は１億９千７百万円（前年同期はセグメント損失１億９千万円）となりました。 

〔建物の賃貸業〕 

株式会社ツカモトコーポレーションにおける建物の賃貸業につきましては、賃貸物件の稼働状況

に大きな変化はありませんでしたが、修繕費の増加により減収減益となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は９億１千８百万円（前年同期比１．３％減）、セグメント利益

（営業利益）は３億７千１百万円（前年同期比３．９％減）となりました。 

〔その他事業〕 

その他事業につきましては、前第２四半期末に既存物流事業から撤退していることから、売上高

は前年を大きく下回りました。  

以上の結果、当事業分野の売上高は１千２百万円（前年同期比９２．８％減）、セグメント損失（営

業損失）は１千４百万円（前年同期はセグメント損失５千４百万円）となりました。 

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産の部は、前連結会計年度末に比べ、受取手形及び売掛金が１１

億２千８百万円減少し、たな卸資産が２億７千６百万円減少したこと等により流動資産が１２億４千

９百万円の減少となりました。また、有形固定資産が１億４千１百万円の減少、投資その他の資産が

７億１千６百万円増加したこと等により固定資産が５億６千９百万円増加し、資産合計は６億７千９

百万円減少の２７７億円となりました。 

負債の部では、前連結会計年度末に比べ、支払手形及び買掛金が１０億９千万円減少、短期借入金

が１４億６千８百万円増加したこと等により流動負債が２億７百万円の増加となりました。また、長

期借入金の１５億１千８百万円の減少等により固定負債が１３億６百万円減少し、負債合計は１０億

９千９百万円減少の１６９億８千９百万円となりました。 

純資産の部では、前連結会計年度末に比べ、株主資本合計が８千９百万円減少し、その他有価証券

評価差額金が５億１千８百万円増加したこと等により、純資産合計は４億１千９百万円増加の１０７

億１千１百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成２９年３月期の通期連結業績予想につきましては、現段階で平成２８年５月１３日に公表いた

しました業績予想を修正しておりません。ただし、見直しが必要と判断した場合には、速やかに開示

いたします。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

法人税法の改正に伴い、「平成２８年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実

務対応報告第３２号 平成２８年６月１７日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成２８年４月１日以

後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

なお、この変更による四半期連結財務諸表に与える影響額は軽微であります。 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第２６号 平成２８年３月２８

日）を第１四半期連結会計期間から適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,706 1,956

受取手形及び売掛金 3,913 2,785

有価証券 101 -

たな卸資産 2,887 2,611

その他 692 698

貸倒引当金 △4 △4

流動資産合計 9,296 8,047

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,767 3,636

土地 11,316 11,316

その他（純額） 158 147

有形固定資産合計 15,242 15,100

無形固定資産

その他 47 42

無形固定資産合計 47 42

投資その他の資産

投資有価証券 3,240 3,983

退職給付に係る資産 225 229

その他 397 329

貸倒引当金 △69 △32

投資その他の資産合計 3,794 4,510

固定資産合計 19,083 19,653

資産合計 28,380 27,700

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,819 3,729

短期借入金 5,706 7,174

未払消費税等 149 114

未払法人税等 53 124

繰延税金負債 9 12

返品調整引当金 73 18

その他 599 447

流動負債合計 11,412 11,619

固定負債

長期借入金 3,555 2,036

繰延税金負債 2,055 2,278

再評価に係る繰延税金負債 12 12

退職給付に係る負債 364 348

役員退職慰労引当金 27 27

資産除去債務 18 21

その他 642 643

固定負債合計 6,676 5,369

負債合計 18,088 16,989
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,829 2,829

資本剰余金 709 709

利益剰余金 6,167 6,079

自己株式 △101 △101

株主資本合計 9,605 9,516

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 637 1,155

繰延ヘッジ損益 △20 7

土地再評価差額金 9 9

為替換算調整勘定 7 2

退職給付に係る調整累計額 53 21

その他の包括利益累計額合計 686 1,195

純資産合計 10,292 10,711

負債純資産合計 28,380 27,700
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 18,302 16,590

売上原価 13,387 11,738

売上総利益 4,915 4,852

返品調整引当金繰入額 36 18

返品調整引当金戻入額 65 73

繰延リース利益戻入額 0 0

差引売上総利益 4,945 4,908

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 238 225

旅費及び交通費 312 272

荷造運搬費 464 513

貸倒引当金繰入額 6 △1

給料 1,734 1,637

賞与 186 167

退職給付費用 8 7

福利厚生費 428 393

業務委託費 550 387

減価償却費 88 88

賃借料 304 314

その他 803 842

販売費及び一般管理費合計 5,127 4,848

営業利益又は営業損失（△） △181 59

営業外収益

受取利息 10 6

受取配当金 44 44

保険配当金 5 5

投資有価証券売却益 30 -

為替差益 5 0

その他 45 20

営業外収益合計 143 78

営業外費用

支払利息 113 96

手形売却損 7 5

その他 31 9

営業外費用合計 151 112

経常利益又は経常損失（△） △189 25

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△189 25

法人税、住民税及び事業税 △129 △6

法人税等調整額 - -

法人税等合計 △129 △6

四半期純利益又は四半期純損失（△） △60 31

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

△60 31

非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

- -
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(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 28 518

繰延ヘッジ損益 △30 27

為替換算調整勘定 △0 △5

退職給付に係る調整額 △35 △32

その他の包括利益合計 △37 508

四半期包括利益 △98 539

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △98 539

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成 27 年 4月 1日 至 平成 27 年 12 月 31 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

売上高

計

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、倉庫業等を含んでおります。

3,947

賃 貸 業

7,032 752

和装事業 洋装事業
ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ

事 業
健康･生活

事 業

67 △ 54

172

90

386

931

178

△ 190

18,220

190

18,411

セグメント間の内部
売上高又は振替高 10

2,0963,947

0

2,085
　外部顧客に対する
　売上高

建物の
合　計

その他
（注）計

（単位：百万円）

報告セグメント

0

4,401

0

7,032

△ 33

4,403

1

△ 228

82

△ 53

18,584

281

18,302

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との 

差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

　報告セグメント計 0
　「その他」の区分の損失（△） △ 54

セグメント間取引消去 2
全社費用（注） △ 130

△ 181
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（単位：百万円）

利益又は損失 金額

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失(△)

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成 28 年 4月 1日 至 平成 28 年 12 月 31 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

売上高

計

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

和装事業 洋装事業
ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ

事 業
健康･生活

事 業

3,684

賃 貸 業

6,555 745

371

918

173

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

△ 197△ 48 △ 14

12

1

16,579

183

16,762

セグメント間の内部
売上高又は振替高 -

1,7963,694

-

1,796
　外部顧客に対する
　売上高

建物の
合　計

その他
（注）計

（単位：百万円）

報告セグメント

194

3,797

9

6,555

114

3,797

0

△ 44

10

180

16,775

185

16,590

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との

差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

　報告セグメント計 194
　「その他」の区分の損失（△） △ 14

セグメント間取引消去 3
全社費用（注） △ 124

59
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（単位：百万円）

利益又は損失 金額

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

４．報告セグメントの変更等に関する事項 

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成２８年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの

減価償却の方法を同様に変更しております。 

なお、この変更による当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微でありま

す。 
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